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 令和 7 年 7 月 31 日 

 

文部科学大臣  あべ俊子 殿 

文部科学副大臣 野中 厚 殿  

        
NPO 法人有明支縁会  

理事長 草野紀視子 

長崎県諫早市飯盛町佐田 26-6 

090-2506-0813 

HP- http://tasukeaitai.org/ 

mail- info@tasukeaitai.org 

 

学校にいけない子供達のために！ 

公的支援・オンライン学習支援・支援活動の連携を求める要望書 

 

 

【趣旨】 

私たち NPO 法人有明支縁会は、病気や不登校、コロナ後遺症などにより学校に通えない子どもたちに対

し、オンライン学習支援やメタバース型フリースクールを提供し、学びと心の居場所を守る活動を行ってお

ります。 

文部科学省の指針に基づく「出席扱い制度」や「ICT を活用した学習支援の拡充」を実現するため、以下

の通り要望いたします。 

 

1. 出席扱いとなるオンライン学習支援の制度化と全国周知 

• 当法人が提供している「すらら」（文部科学省推奨教材）を活用したオンライン学習支援が、学校長

判断による出席扱いとして認定された事例があります。 

• 今後は、このような先行事例をもとに、全国の学校・教育委員会に対して文部科学省として制度活用

を促す通達・周知をお願いしたいと考えております。 

2. オンライン学習履歴の学校との共有システム構築支援 

• 自宅でのオンライン学習履歴が学校側でも確認できるよう、保護者・学校と連携した学習データ共有

システムの構築を当法人が行わせていただきます。 

システム導入に対し、保護者に対する導入費用の支援と共に、このような民間支援の活用事例を全国

の自治体・学校に共有していただけるよう、文部科学省としての制度支援・広報協力をお願いいたし

ます。 

3. オンライン・メタバース空間を活用した「居場所」としてのフリースクールの支援 

• オンライン空間上での「フリースクール的な居場所づくり（バーチャル教室）」を提供しています。 

• 子どもたちが孤立せず、安心して仲間と関われる学習環境として、地域・学校と連携しながら学校外

活動としての評価や公的支援を要望いたします。 

4. NPO 法人有明支縁会の活動を文部科学省のホームページに掲載 

• 子どもたちへの学習支援・心の支援の取組みとして、文部科学省ホームページにて当法人の活動をご
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紹介いただきたいと考えております。 

• 信頼ある情報として認知されることにより、当法人を通じた支援を必要とする家庭へのアクセスが広

がり、支援格差の是正にもつながります。 

5. 委託事業としての公的認定を要望 

• 民間団体による地域・家庭と学校をつなぐ中間支援の役割が今後さらに重要になります。 

• 当法人のような支援団体を対象とした委託事業またはモデル事業への採択制度の創設・活用をご検討

ください。 

 

【団体理念と社会的意義】 

NPO 法人有明支縁会は、「みんなでみんなを助け愛」を理念に掲げ、制度の狭間で苦しむ方々に寄り添い

続けてまいりました。 

行政や医療の支援が届かず、日々の暮らしに困窮しながらも、声を上げることすら難しい方々が、全国各

地に数多く存在しています。 

生活必需品も満足に手に入らず、幼い子どもを抱えながら「家にあるものが少しでもお金になれば」と願

う母子家庭の方々、寝たきりでありながら 5 級という軽度の障害と判定され生きることが限界にある方々、

そうした方々に対し、民間としてできる限りの支援を行い、ときには個人負担ででも食料や生活費を届けて

います。 

支援を求めての元へ辿り着かれる方々の中には、深い絶望の中で「最後の砦」として頼って来られる方も

少なくありません。自死を考える方の声を聞き、現地へ急行して支えることもあります。 

そうした一人ひとりの命と生活に真摯に向き合うことこそが、NPO 法人そして人として支え合いの社会

を目指すために必要なことだと考えております。 

また、理事長草野は、長崎県教育研究大会の講師を務め、各学校での講演（別紙・子供たちの感想）や IT

支援、DX アドバイザーとしても子どもたちの未来を支える活動を継続しています。 

「すべての子どもにとって希望となる社会」を創るという強い想いです。 

 

【結び】 

現在の教育制度のもとでは、病気や家庭の事情、教員の不適切な対応、さらに学校が普通に学校に来られ

ない子供たちを排除しようとする動きが学校現場では多発しており、学校という場が必ずしも安心して学べ

る居場所とはなっていない現状があります。 

だからこそ、民間支援と制度の連携によって、どの子どもにも学びの機会と学校自体が子ども達の安らぎ

の居場所を保障する必要があると強く感じております。 

この取り組みは、SDGs の掲げる「誰一人取り残さない社会」の具体的な実践であり、見えにくい困難と

孤立を可視化し、命と尊厳を守る活動でもあります。 

どうか文部科学省の皆様におかれましても、NPO 法人有明支縁会の理念と活動の意義にご理解を賜り、制

度との連携や周知、学校側との連携・委託事業としてなど、さらなる協働のかたちを模索させていただけれ

ば幸いです。 

ともに、希望ある社会の実現に向けて歩んでいただけることを、心より願っております。 
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●学校での講演活動・生徒たちの感想文  

◎令和 4 年 4 月 28 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

●講演後すぐに校長室に駆けつけてくれた生徒の感想文 
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●淵中感想文の一部 
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●桜馬場中学校での講演後の感想。普段は何もないと思われていた生徒が、たくさんの生徒が

感想文にて思いを吐きだしてきたことにより、職員室が大混乱となったそうです。 
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●長崎工業高校にて平成 29

年 7 月 4 日に講演をさせて

いただき、約 80 名の生徒と

引率の先生方が参加をして

下さった 7 月 22 日の活動。 

講演を聴いて参加してくれ

た生徒の感想文です。 
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≪参考資料≫ 

 長崎新聞・コロナ後遺症子供支援について（オンライン学習支援について） 

 

 

 


